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1 ｢

日立クリエイチイプワークステーション"2050/32E”

本装置(図1参照)は,2050/32の上位

1幾として位置づけられ,32ビットマイ

クロプロセッサ68030を才采用し,大容量

の内蔵ハードディスクと合わせて処理

能力の向上や大規模アプリケーション

ヘの対応を図っている｡

主な特長

(1)最新マイクロプロセッサの採用

メインプロセッサとして,6SO30(25

MHz),コプロセッサとして,68882(25

MHz),キャッシュメモリ64kバイトを

標準装備しており,性能向上を図って

いる｡

(2)大容量ハードディスクの採用

内蔵ハードディスクには,168Mバイ

ト(フォーマット容量)の容量のものを

標準装備している｡また,外付けのハ

ードディスク装置として,320Mバイト
(フォーマット容量)の容量のものを貴

大6台(トータル:2,088Mバイト)ま

で接続可能であり,大規模アプリケー

ションへの対応を図っている｡

図l 日立クリエイティプワークステーション

(3)メインメモリの大容量化

メインメモリは,標準で4Mバイト

の容量を装備しており,増設メモリに

より,最大52Mバイトまで拡張が可能

である｡

(4)マルチビュー構成(図2)の実現

1台のシステム装置に対し,解像度

1,120ドット×780ドット12インチ液晶

ディスプレイ最大3台,あるいは解像

度1,120ドット×780ドット12インチ

CRTディスプレイ装置最大3台まで接

続可能であり,UNIX※1)SystemVの

持つマルチユーザー機能が最大限生か

され,またオフィスの省スペース化も

実現可能である｡

(5)ソフトウェア機能の拡充

(a)ウインドウズーム機能を提供

マウスでアイコンをピックするだ

けでも去去1,÷,2,3倍
と7段階の拡大･縮小が可能な機能

マスタターミナル
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遥遠声樋
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システム装置

"zo50/32E''

と,ユーザープログラムによってウ

インドウ関数を指定することで÷～
4倍まで任意に倍率を指定する機能

を提供している｡

(b)OFIS/CATALOGを提供

文書･表･グラフ処理などの処理

手順を記憶し,実行するカタログ機

能を提供している｡

(c)Ⅹ-Window※2)を提供

業界標準のウインドウシステムと

して,Ⅹ-Windowも既存ウインドウ

システムに加え提供している｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

※1)UNIXオペレーティングシステムは,米

拭AT&T社ベル研究所が開発したソ

フトウェアであり,AT&T社がライセ

ンスLている｡

※2)Ⅹ-Windowは,米国マサチューセッツ

工科大学(MIT)の商標である｡

スレーブ ターミナル
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図2 液晶ディスプレイ使用によるマルチビュー構成

HF38M/28M/18Mファクシミリ装置

近年,ファクシミリ市場は,個人商

店や小規模事業所用に廉価版普及機

の,また,大･中企業用に多機能高級

機の需要が多い｡しかし,このような

市場環境で普及機タイプでも,機能は

多彩に,操作は簡単になどの使いやす

さが望まれている｡これにこたえるた

めメモリ機能,電子電話帳,誤り訂正

機能,留守鏡機能などを備えた廉価版

メモリ付き普及形ファクシミリHF38

M/28M/18Mを開発した｡

h′も
ブ､＼

図I HF38Mファクシミリ装置

HF38M(図1参照)はA3送信･B4

受信,HF28MはB4送信･B4受信,

HF18MはA4送信･A4受信の機種展

開となっている｡

主な特長

(1)メモリ機能

A4判原稿を最大約8枚まで記憶で

きる÷Mバイトのメモリを内蔵し,記
録紙切れでも受信できる代行受信が可

能である｡また,いったんメモリに蓄

積して送信するので,相手の状態,例

えば話し中に関係なくすぐに1京稿が持

ち帰れるメモリ送信,20か所への同報

送信など,多彩なメモリ機能を搭載し

ている｡

(2)電子電話帳

100か所までのあて先を,片仮名,英

文字,記号などで登録でき,液晶表示

による50音順または指定文字などの検

索によって,自動送信が可能である｡

また同時に,相手先受信画の先頭には

あて先が自動的に付加印字される｡

(3)ECM(誤り訂正機能)

CCITT(国際標準規格)に準拠した

ECM機能を備えており,ECM機能付き

ファクシミリとなら,メーカーや機種

に関係なく,誤りのない高画質での交

信が可能である｡

(4)留守録機能

音声録音ICにより,15秒×3通話の

留守録機能を内蔵し,留守番電話とし

ての有効活用も可能である｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)
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スリム架タイプ100Mビット/秒光PCM伝送装置

ディジタルネットワークの中継伝送

系を構成する100Mビット/秒光PCM

伝送装置(図1)は,装置の小形化,低

消費電力化および高信頼度化が求めら

れている｡こうした中にあって,設置

スペースをとらない架幅130mmのスリ

ム架に実装した伝送装置を開発した｡

100Mビット/秒光端局中継装置と100

Mビット/秒多重変換装置を同一架に

実装し,32Mビット/秒多重変換装置と

6Mビット/秒多重変換装置はおのお

㌣

十.
仁一L.1

艶

図t スリム架タイプ柑OMビット/秒光

PCM伝送装置

の別架に実装し,増設可能な実装形態

としている｡

】.主な特長

(1)小形化･低消費電力化

架は幅130mm,奥行225mm,高さ

2,300mmのスリム架に実装し,設置ス

ペースの効率化を達成した｡また,回

路のLSI化により小形化,高信精度化お

よび低消費電力化を図-)架内発熱を抑

えている｡

(2)長距絶無中継伝送

中継器を挿入することなく,約40km

無中継伝送が可能である｡

2.主な仕様

100Mビット/秒光端局中継装置の主

表2 多重変換装置の主な仕様

な仕様を表1に,多重変換装置の主な

仕様を表2に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

表I100Mビット/秒光端局中継装置の主

な仕様

項 目 仕 様

伝送速度
局 内 97.728Mbps

伝送路 lll･689Mbps

使用 ケ ー ブル SM形光ファイバ

波 長 l.31卜m

発 光 素 子 lnGaAsP-LD

受 光 素 子 Ge-APD

光出力 レベル
-4dBm

最小受光レベル
-39dBm

符 号 誤 り 率 10‾11以下/中継

監 視 機 能 伝送路入出力断検出 ほか

項 目
6Mbps 32Mbps 100Mbps

多重変換装置 多重変換装置 多重変換装置

伝 送 容 量 書声換算96回線 音声換算480回線 音声換算l,440回線

多 重 化 数 4 5 3

同期 多重化方式 スタッフ同期方式

低次群インタフェース
】.544Mbps 6.312Mbps 32.064Mbps

AM卜B8ZS AM卜/B8ZS AMl

高次群インタフェース
6.312Mbps 32.064Mbps 97･728Mbps

AMl･B8ZS AMI AMl

監 視 機 能
クロック断,受信障害,誤り率劣化 対局警報受信,AIS受信,低次群入力軌
低次群出力断 ほか

6M/32M/100Mビット/秒光PCM伝送装置

日常の暮しに役立つ公共通信システ

ムをはじめ,企業内通信など,いまや

情報通信は高速･大容量通信の時代を

迎えている｡このため,伝送路はメタ

ルケーブルから光ファイバに移りつつ

あり,特に画像,音声,データなど多

様な情報伝送に高品質･長距維伝送が

可能な高速光ファイバ通信が用いられ

る趨(すう)勢にある｡

これらの動向に対応するため,光フ

ァイバを用いて伝送する6Mビット/

秒,32Mビット/秒およぴ100Mビット/

秒(図1参照)の3種の光伝送装置を開

発した｡

l.主な特長

(1)6Mビット/秒,32Mビット/秒お

よび100Mビット/秒の各装置は,論理

回路部を大幅にLSI化して小形･低消費

電力化を実現した｡これにより,多重

化装置,光端局中継装置などをシステ

ム単位で1架にまとめて実装し,保守
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図I100Mビット/秒,32Mピット/秒

光PCM伝送装置

の容易化とフロアスペースの節減を図

った｡

(2)主要装置は予備系を持ち,さらに

自己診断機能を付加することによって

自動切換えを実現し,信頼性を向上さ

せた｡

(3)ブロック実装方式を採用すること

により,システム構成の多様化に対応

を可能としている｡

(4)半導体レーザによって40kmの長

距艶無中継伝送が可能である｡

2.主な仕様

各装置の主な仕様を表1に示す｡

表l主な仕様

項 目 HT-100M HT-32M HT-6M

伝送速度
97.728 32.064 6.312

Mbps Mbps Mbps

使用ケーブル
SM形 SM形またはGl形

光ファイバ 光ファイバ

波 長 】.31けm

発光素子 lnGaAsP-LD

受光素子 Ge-APD

光出力レベル -4dBm -3dBm

最小受光レベル -39dBm -43dBm

最大中継区間 40km 45km

符号誤り率 10‾11以下/中継 10‾18以下■中継

監視機能 伝送路入出力断検出 ほか

注:Hト】00M(100Mbps装置)

HT-32M(32Mbps装置)

Hト6M(6Mbps装置)

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)
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光通信用AGC(自動利得制御)方式
l.本発明の背景

光通信の受信側には,光電変換を行

うための受光素子としてAPD(アバラ

ンシュホトダイオード)が用いられる｡

APDは利得に下限があり,通`常可変範

囲は30dB程度である｡これに対して受

光入力の変動は60dBにも及ぶことが

ある｡したがって,受信側に補正回路

を設けて残りの30dB程度の変動分を

吸収してやる必要がある｡

従来,これを実現するためにAPDの

出力側に増幅器を設け,この増幅器の

出力が一定となるようにAPDの利得を

制御していた｡入力光が大きいときは

増幅器の出力も変動するので,増幅器

の出力側に設けられる識別回路は,入

力光の大きさに応じて識別レベルを変

えるようにしている｡このため,精度

2.本AGC回路の動作

本AGC回路を図=に示す｡この回路

の特長は,APDと可変利得増幅器が同

じAGC制御ループに入っている点にあ

る｡この場合,入力レベルの変動をで

きるだけAPDで補償するようにし,

APDで補償できないときだけ可変利得

増幅器でこれを補償する｡そのため,

可変利得増幅器を制御する基準電圧

は,APDを制御する基準電圧よりも若

干高く設定してある｡

APD

高電圧制御回路

が悪いあるいは識別回路の設計が難し 基準電圧

いなどの不都合があった｡

本発明は,これらの不都合を除いた

精度のよいAGC回路である｡

比較器

比較器

3.特長･効果

レベルの小さい点で信号を十分制御

できるので,識別回路に大きな振幅の

変動が印加されず,精度のよいAGC回

路を得ることができる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1241353号

(特公昭57-31690号)

｢光通信用AGC方式+

可変利得増幅器

基準電圧

尖(せん)頭値
検出回路

識別

回路

図I AGC回路

ファクシミリ通信方式

l.本発明の背景

G3タイプのファクシミリは,通信手

順の相違があるので,直接パケット交

換網などの蓄積交換網に接続すること

ができない｡パケット交換網に接続す

るためには,ファクシミリPAD装置と

呼ぶプロトコル変換機構が必要である｡

一方,G4タイ70のファクシミリは,直

接パケット交換網に接続される｡

ところで,G3ファクシミリとG4フ

ァクシミリとの間には,通信手順の相

違ばかりでなく,符号化アルゴリズム

や解像度(走査線密度)の相違がある｡

このため,通常のファクシミリPAD装

置を介する7ごけでは,G3ファクシミリ

とG4ファクシミリとが相互に通信で

きないという問題があった｡

本発明は,両ファクシミリの相互通

信を可能にした通信方式である｡

2.構成･動作

G3ファクシミリとG4ファクシミリ

とが,パケット交換網を介して相互に

通信を行うシステム構成を図一に示す｡

G3ファクシミリは,電話交換網などを

ファクシミリ

G3

通信手順

卜工聖---------1

ファクシミリ
端末制御装置

●プロトコル変換

●符号化変換

●解像度変換

l一望至-----+

蓄積交換

プロトコル

図l システム構成

介してFTC(ファタンミリ端末制御装

置)に接続される｡FTCはG3ファクシ

ミリから送られた画データを受信して,

G4ファクシミリ用の符号化方式およ

び解像度を持った画データに変換し,

パケット交換網を介して相手のG4フ

ァクシミリへ送信する｡その逆の場合

も同様で,FTCはパケット交換網を介

して,G4ファクシミリから送られた画

データを受信して,G3ファクシミリ用

の符号化方式および解像度を持った画

データに変換し,相手のG3ファクシミ

リへ送信する｡

パケット交換網

蓄積交換

サー ビス

プロセッサ

ト土竺-+

蓄積交換

プロトコル

ファクシミリ

G4

3.特長･効果

パケット交換網,G3ファクシミリお

よびG4ファクシミリに改造を加える

ことなく,両ファクシミリ間の相互通

信が可能となる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭63-】46558号

｢ファクシミリ通信方式+

日立製作所では.すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

ぉ問い合わせ先は… 株式会社日立製作所 〒柑0東京都千代田区丸の内一丁日5番l号(新丸ビル)電話(03)2川-3■14(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営集グループ
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電子交換機システム

l.本発明の背景

蓄積プログラム方式の電子交換機の

中央制御装置は,動作速度の異なる主

記憶装置や通話路系装置を接続し,制

御することが必要である｡

これら動作速度の異なる装置を共通

の信号母線で接続し,かつ通話路制御

用の蓄積プログラムもすべて主記憶装

置用と同じ書込み･読出し命令で構成

するためには,次の課題があった｡

(1)動作速度の異なる装置間の動作速

度の吸収

(2)動作速度の異なる装置に制御信号

を送信するための,中央制御装置の命

令体系の共通化

これらの課題を解決し,蓄積プログ

ラムの開発を容易にしたのが,共通バ

ス方式の本システムである｡

2.本方式の構成

図=に示すように,中央制御装置と

主記憶装置,通話路系装置との間を共

通信号母線で接続し,さらに中央制御

装置と共通信号母線で接続される装置

間に動作速度を整合する回路を挿入し

通言古路系装置

速度整合回路

通話路系装置

共通アドレスバス

主記憶装置

速度整合回路

共通データバス

中央制御装置

図l 共通パス方式の電子交換システム

た構成となっている｡これによって,

共通信号母線で接続した装置に対する

中央制御装置からの制御条件を同一に

することができるようになった｡

3.特長･効果

(1)動作速度の異なる装置を共通信号

母線に接続できるので,信号母線が一

組みしかない汎(はん)用プロセッサを

電子交換機の中央処理装置として使う

ことができる｡

(2)汎用プロセッサが使えるので電子

交換機用中央制御装置のハードウェア

の開発期間の短縮,ハードウェア価格

主記憶装置

共通アンサバス

の低減が可能となる｡

(3)さらに,以上によって蓄積プログ

ラム(女換プログラム)の開発環境とし

て汎用コンピュータの技術が利用可能

となり,ソフトウェアの生産性を向上

させることができる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第I139696号

(特公昭5ト31835号)

｢電子交換機システム+

日立評論 Vol.71 No.10 予定日次

■特集 高速増殖炉もんじゅ発電所用機器
高速増殖炉もんじゅ発電所の建設動向

1次主冷却系中間熱交換器の設計･製作
1次主冷却系循環ポンプの設計･製作
2次主冷却系蒸気発生器(過熱肴)の設計･製作

ライニング設備の構造および施工
ナトリウム機器の設計･製作
計測制御設備
炉心管理および原子炉冷却系設計

■一般論文

lトリスタン+超伝導高周波加速空洞用ヘリ

'90年代をリードする日立乗用エレベーター
ウム液化冷凍システム
｢ビルエースブリード+

超高揚程エスカレーター
｢CXシリーズ中間水平形+エスカレーター

プラスチック射出成形シミュレーション技術の開発

日 立

特 集

The Expe代's Eye

技 術 史 の 旅く151〉

テクノト ークく006〉
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